
 

西尾市教育委員会事業（平成 30年度事業）の評価所見  
 課かい名 事業名 所見 

1 教育庶務課 小・中学校校庭芝

生化事業 

学校の芝生化は、ケガ防止や情操教育の推進などメリ

ットがあり、植栽を行うための費用の多くに県の交付金

を活用するなど事業に一定の意義があることは理解で

きます。 
しかし、維持管理に費用と労力が必要となり、教員や

保護者に多くの負担がかかっていること等の弊害が懸

念されます。 
特に教員の働き方改革が叫ばれている昨今でありま

すので、今一度芝生化に対するニーズを調査し、今後の

事業を見直していただきたい。 
2 スポーツ課 スポーツ教室開

催事業 

 スポーツ教室の開催は、市民に対してスポーツを始め

てもらうきっかけとして行われているものです。 

応募者の少ない教室の廃止や新たな種目の創出など

定期的に見直しを行い、市民にスポーツをする機会を提

供する事業として行われてきたことは評価できます。 

多くの市民の参加を促すため、より一層の種目の開拓

や毎回決まった方だけの参加にならないような工夫と、

地元スポーツクラブなど民間団体の育成に注力し、スポ

ーツによる健康づくりが地域に根付くような取組を続

けていただくよう要望します。 

3 図書館 離島サービス事

業 

 本事業は、平成 31年 2月から佐久島開発総合センタ

ーに図書コーナーを開設し、佐久島の方にも気軽に本に

触れる機会を提供するための取り組みとなっています。 

コーナーの開設に当たり、再利用した書棚の利用や、

台船での運搬、本の配送についても一色支所と佐久島を

往来している事務便を利用して行うなど経費削減の努

力がなされていることが認められます。 

事業が始まって間もないため、利用者数等の状況が把

握できませんが、島民に積極的な周知を行い、より多く

の方に利用していただけるようなサービスとして定着

するよう期待しています。 



 

4 学校教育課 小中学生文化事

業（委託契約） 

 美術作品を一堂に展示する小中学生美術展と、選抜さ

れた児童生徒がミュージカルを行う小中学生音楽会を

隔年で開催しており、どちらも児童生徒への教育的価値

は大きく、ミュージカルにあっては西尾茶浪漫伝説とい

う演目を定着させ、故郷を愛する心を育てる事業となっ

ています。 

 費用対効果や教員負担の面から事業の方向性を廃止

としていますが、長年にわたり開催されてきた本事業の

教育的・歴史的価値は大きなものであり、廃止となって

しまうのは残念でなりません。 

 保護者や児童生徒にとっては、学校生活における貴重

なイベントであり、廃止を望まぬ声が大きく上がるもの

ではないでしょうか。 

 効果と課題は、美術展とミュージカルで異なるものと

考えます。それぞれを別のものとして捉え、様々な角度

からのニーズの把握をしっかりと行っていただいた上

で、教育的・歴史的価値を損なわない形での事業の在り

方を再考していただくことを望みます。 

5 生涯学習課 歴史検定事業 「ふるさと教本西尾」を活用し、学習会と西尾歴史マ

イスター認定試験を行う本事業は、平成 30 年度に開始

したばかりでありますが、学習会の講師を務めている先

生や、作問委員、スポンサー等多くの方の協力を受け、

当初想定した定員以上の応募があるほど市民に人気の

事業であることが認められます。 

担当課は令和元年度を持って廃止の方向で検討して

いるとのことですが、今年度で最後であるという市民へ

のアナウンスが十分になされていないこと、必ずしも毎

年開催に固執する必要はないと思われること、市民が郷

土をより深く知り、郷土に誇りを持てるようにするなど

の意味で、この種の教育・検定事業が効果を発揮するの

は、歴史分野のみに限られず、地理、風土、文化、産業

（特産品）、観光資源等様々な分野への拡がりが考えら

れることから、来年度「廃止」と決めきるのではなく、

一旦「中断」とした上、生涯学習課以外の関係部署も検

討に加え、運営主体を強化するなどした上で、改めてそ

の在り方の見直しを行うこととしてはどうでしょうか。 

これまでの担当課の頑張りによって、魅力的な事業と

して市民に認知されてきていますので、拙速な廃止では

なく、慎重に時間をかけ、市民のニーズに十分に耳を傾

けながら、本事業の着実な発展的解消を図られるよう要

望いたします。 



 

6 文化振興課 市史編さん事業 合併後の新編西尾市史は、西尾の歴史を後世に伝え、

市民が西尾市を理解し愛着を深めるための貴重な文化

財産であると考えます。 

令和元年 5月に第 1冊目を刊行し、令和 11年に刊行

予定の第 14 冊目まで長い道のりではありますが、より

多くの方に西尾市の歴史に触れていただくことができ

るような市史の編さんと、刊行記念イベントの開催によ

りＰＲを行っていただきますよう要望します。  


